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おとめ聖マリヤの母アンナ 

St. Anne, Mother of the Virgin Mary 

 

（紀元前 1 世紀） 

 

 

 

 おとめ聖マリヤの母アンナについて、福音書には何も書かれてい

ません。その生涯については外典である「ヤコブ原福音書」（170-

80）に述べられているだけです。 

アンナはユダヤのベツレヘムに生まれました。父はダビデ王の子

孫でマタン、母は祭司アロンの直系でマリヤでした。年頃になった

アンナは、ナザレのヨアキムの妻になります。夫婦共に神のみ前に

正しく歩んでいましたが、年老いても子どもに恵まれませんでした。

しかし、アンナは希望を失わず、毎日祈り続けます。そしてその熱

心な祈りが聞き入れられ、アンナは、のちにイエスの母となるマリ

ヤを身ごもります。 

 マリヤが生まれ、4、5歳になると、アンナは彼女を神にささげる

ため、エルサレムの神殿に連れて行き、神殿に奉仕する少女の仲間

に加えてもらいました。そして数年後、アンナはマリヤを家に連れ

戻し、自分の手で教育しました。アンナがマリヤに読み方を教えて

いる場面は、絵画によく見られます。 

 その後、アンナはマリヤとヨセフの結婚に立会い、孫となるイエ

スを抱き、聖家族の一員としてしばらく暮らしてから、彼らにみと 
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られつつ幸福な死をとげたと伝えられています。 

 ニュッサのグレゴリオスやダマスコのヨハネたちがアンナにつ

いて書いたため、東方では崇められるようになります。6世紀には

アンナ記念教会がユスティニアヌス 1 世によってコンスタンティ

ノポリスに建てられました。そしてアンナへの崇敬は、十字軍によ

って西ヨーロッパへもたらされ、数多くの教会が彼女の名前を付け

ました。 

ローマカトリック教会による無原罪の恩宿りの教義は、アンナの

娘マリヤは、彼女が受胎した瞬間から無原罪であったとします。 

1584 年以降、この日はおとめ聖マリヤの母アンナの日として、

カトリック教会では公式の祝日となります。カナダおよびアンナを

守護聖人とするブルターニュ地方に、崇敬者が多く見られます。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたは聖徒たちの愛と献身を通して教会を築き上げ

られました。わたしたちはみ前に記念する主のしもべ、おとめ聖マ

リヤの母アンナのために感謝いたします。どうかその模範に従うわ

たしたちを聖霊によって強め、今もこの世にあって聖徒たちととも

にあなたの栄光を見て楽しむことができますように、み子イエス・

キリストによってお願いいたします。  アーメン 


